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わが国における乳牛の遺伝的改良は，先進諸外国の高い水準の乳牛改良組織を利用する，

導入育種法で行われてきた。その結果として，乳牛改良事業の組織化への動向は，ほとんど見

られなかった。それに対L，人工授精組織は，種雄牛飼養の経済的負担の軽減キ繁殖関係の伝

染病防除の見地から急速に発展した。反面，乳牛改良事業と関連の薄い人工授精の広範囲な普

及は，低能力種雄牛の精液(遺伝子)を拡散する危険性を含んでいる。しかし，昭和49年から

乳牛改良事業が開始され，今後，乳牛改良事業の組織化が進展するものと期待されている。乳

牛集団の遺伝的資源を効率的に利用するために，後代検定計画における育種γλテムの最適構

造に関する研究が，多くの研究者によって報告されつつある。各々の乳牛集団における育種シ

ステムの最適構造に関するそデノレ実験 (SKJERVOLD1963， SKJERVOLD et al. 1964， HUNT et al 

1972， 1974) やモデル実験に育種計画の経費を加えた育種γステムの最適構造についての報告

がある(VAN VLECK 1964， LI即日正 1968，HINKS 1974， OLLlVIER 1974， OLTENACU 1974)。

導入種雄牛の凍結精液による人工授精に加えて，ー定地域内の乳牛頭数の増加と一戸当たり飼

養頭数の増加，そして乳牛検定組織の発展の条件は，フィーノレド方式による乳牛の育種V旦テ

ムの直接的にも間接的にも，その有効性を著しく増大させる。

そこで，本報告は，北海道の乳牛集団を対象としたそデノレ実験を通して，遺伝的改良に対

する育種仮説値の影響を評価し，乳生産量の遺伝的改良速度に関連する育種シ月テムについて

検討したものである。
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